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去
る
７
月
27
日
厚
生
労
働
大
臣
が

出
席
し
て
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
開
催
さ
れ
た
「
福
祉
人
材
フ
ォ
ー

ラ
ム
」（
厚
生
労
働
省
、
全
国
社
会

福
祉
協
議
会
主
催
）
に
お
い
て
「
11

月
11
日
」（
い
い
日
、い
い
日
）
を
「
介

護
の
日
」
と
す
る
旨
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
今
年

度
か
ら
設
け
ら
れ
た
「
福
祉
人
材
確

保
重
点
実
施
期
間
」
の
行
事
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。「
介

護
の
日
」
の
趣
旨
は
「
介
護
に
つ
い

て
理
解
と
認
識
を
深
め
、
介
護
従
事

者
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
及
び
介

護
家
族
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
利

用
者
、
家
族
、
介
護
従
事
者
、
そ
れ

ら
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
に
お
け
る

支
え
合
い
や
交
流
を
促
進
す
る
観
点

か
ら
、
高
齢
者
や
障
害
者
等
に
対
す

る
介
護
に
関
し
、
国
民
へ
の
啓
発
を

重
点
的
に
実
施
す
る
た
め
の
日
」
で

す
。

　

「
介
護
の
日
」
の
制
定
に
あ
た
っ

「
介
護
の
日
（
11
月
11
日
）」
の
制
定
を
喜
ぶ　

　
　
　
　
　

神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会　

    

会
長　

野
上　

薫
子  　

て
は
、
本
年
６
月
27
日
の
「
介
護
の

日
」
検
討
会
に
お
い
て
、
日
に
ち
・

名
称
そ
れ
ぞ
れ
に
４
案
が
示
さ
れ
、

７
月
４
日
～
18
日
実
施
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
で
決
ま
り
ま
し

た
。

　

今
後
は
「
介
護
の
日
」
を
軸
に
普

及
啓
発
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
が
行

わ
れ
ま
す
。 

　

「
介
護
の
日
」
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
日
本
介
護
福
祉
士
会
と
し
て
も

そ
の
必
要
性
を
主
張
し
て
来
た
こ
と

で
も
あ
り
、
大
変
う
れ
し
く
画
期
的

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

 　

近
年
の
慢
性
的
な
介
護
職
員
不
足

は
深
刻
で
介
護
崩
壊
が
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
施
行
８
年

が
経
過
、
人
材
の
確
保
・
資
質
の
向

上
を
図
る
た
め
、
介
護
福
祉
士
制
度

も
20
年
ぶ
り
に
定
義
規
定
・
義
務
規

定
・
資
格
取
得
方
法
・
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
等
が
見
直
さ
れ
、
２
０
０
７

年
12
月
５
日
「
改
正
介
護
福
祉
士
法
」

が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
７
年

８
月
に
は
「
福
祉
人
材
確
保
指
針
」

も
改
定
、
告
示
さ
れ
、
２
０
０
８
年

５
月
「
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
法
案
」

も
成
立
、
年
内
に
「
介
護
ビ
ジ
ョ

ン
」
策
定
を
め
ざ
し
７
月
24
日
第
１

回
「
安
心
と
希
望
の
介
護
ビ
ジ
ョ
ン
」

会
議
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
い
よ
い

よ
介
護
時
代
の
到
来
で
す
。 

　

今
こ
そ
、
70
万
人
の
介
護
福
祉
士

一
人
一
人
が
「
尊
厳
を
支
え
、
自
立

支
援
を
目
指
し
、
心
身
の
状
況
に
応

じ
て
適
切
な
介
護
」
が
提
供
で
き
る

介
護
福
祉
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
の
自
覚
を
再
確
認
し
、
主
体
的
に

研
鑚
に
励
み
、
自
己
の
能
力
開
発
と

資
質
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

共
々
に
力
を
合
わ
せ
て
介
護
福
祉

士
の
社
会
的
地
位
の
確
立
と
安
心
し

て
生
活
が
営
め
る
職
業
と
な
る
よ
う

主
張
し
続
け
る
と
共
に
、
介
護
の
仕

事
が
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
魅
力

あ
ふ
れ
る
職
業
で
あ
る
こ
と
を
語
り

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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○
介
護
福
祉
士
資
格
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

歴
史
の
中
で

＊
試
験
に
合
格
し
て

　
　
　
　
　
　
　

介
護
福
祉
士
へ

・
昭
和
六
十
二
年
の
制
度
創
設
以
来

　

行
い
た
く
て
行
え
な
か
っ
た
、
し
か

　

も
当
初
か
ら
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

・
何
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
？

　

→
学
校
の
選
別
、
教
育
の
優
劣　

　

→
講
義
や
教
育
機
関
に
接
続
し
た

　
　

資
格
取
得
へ

　

→
学
問
的
に
整
理
さ
れ
た
介
護
福

　
　

祉
教
育
へ(

但
し
そ
の
途
上
）　

　

→
資
格
取
得
時
の
目
標
と
あ
る
べ

　
　

き
介
護
福
祉
士
の
デ
ュ
ア
ル
化

＊
マ
ン
パ
ワ
ー
の
活
用
が

　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
問
題
へ

・
雇
用
形
態
の
変
化
の
先
取
り
と
経

　

済
環
境
の
変
化

・
何
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
？

　

→
働
き
手
層
の
変
化　

　

→
働
き
手
の
意
識
の
変
化

　　　　　
　　　　記念講演

『改正介護福祉士法と介護福祉士の役割』
　　　　　    ～介護サービスの変化と介護保険制度の中で

　　　　　　　          介護福祉士はいかなる役割を果たせるか～
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　上智大学大学院
                                                                                               総合人間科学研究科

                                                                                               教授　栃本一三郎氏

　

→
社
会
が
振
り
返
る
と
き　

　

→
職
能
団
体
が
発
言
す
べ
き
と
き

　

→
旧
労
働
省
の
各
部
が
対
応
へ

＊
量
か
ら
質
へ

・
労
働
力
減
少
社
会
と
労
働
力
高
齢

　

化
社
会
へ

・
何
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
？

　

→
薄
利
多
売
、
使
い
捨
て
経
営
モ

　
　

デ
ル
のO

U
T

　

→
高
品
位
、
使
い
ま
わ
し
、
ま
っ

　
　

た
り
円
熟
の
経
営
モ
デ
ル
がIN

　

→
働
き
手
の
意
識
の
変
化
、
い
く

　
　

つ
か
分
か
れ
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

　

→
最
低
賃
金
、
労
働
条
件
、
労
働

　
　

移
動
へ　

　

→
起
業
化
へ

　

→
資
格
取
得
後
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、

　
　

研
修
に
よ
り
実
力
の
涵
養
へ

＊
定
義
の
見
直
し
と

　
　
　
　
　
　
　

義
務
の
見
直
し

・
尊
厳
を
保
持
し
、
そ
の
有
す
る
能

　

力
及
び
適
性
に
応
じ
て
自
立
し
た

　

生
活
を
営
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、

　

そ
の
も
の
の
立
場
に
た
っ
て

・
誠
実
に
そ
の
業
務
を
お
こ
な
う
。

　

(

第
四
十
四
条
の
二
）

　

認
知
症
で
あ
る
こ
と
等
の
心
身
の

　

状
況
そ
の
他
の
状
況
に
応
じ
て
、

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
が
総
合
的
に
提

　

供
さ
れ
る
よ
う
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

関
係
者
等
と
の
連
携
を
保
た
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い(

第
四
十
七
条
第

　

二
項
）

・
社
会
福
祉
及
び
介
護
を
取
り
巻
く

　

環
境
の
変
化
に
よ
る
業
務
の
変
化

　

に
対
応
す
る
た
め
、
知
識
及
び
技

　

術
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

　

な
い(

第
四
十
七
条
の
二
）

　　
　

何
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
、

　
　
　
　
　

何
が
求
め
ら
れ
る
か

＊
定
義
・
義
務
の
見
直
し
か
ら

　
　
　
　
　
　

求
め
ら
れ
る
も
の

・
尊
厳
を
保
持
し
、
→
尊
厳
と
は
？

　

全
人
性
と
は

・
能
力
、
適
性
に
応
じ
て
→
応
用
力
、

　

状
況
判
断(

客
観
化
）

・
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
→
『
自

　

立
』
と
は

・
そ
の
も
の
の
立
場
に
立
っ
て
→　

　

権
利
擁
護

・
誠
実
と
は

・
認
知
症
へ
の
理
解
力

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
が
総
合
的
に
提

　

供
さ
れ
る
よ
う
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

関
係
者
等
と
の
連
携
→
連
携
に
必

　

要
な
こ
と

・
業
務
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

　

知
識
及
び
技
術
の
向
上
に
努
め
る

 

・
大
き
な
変
革
は
→
試
験
に
合
格	  

　

 

し
て
介
護
福
祉
士
へ

　

(

昭
和
六
十
二
年
の
制
度
創
設
以
来
の
改
正)

 

・
六
十
四
万
人
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の	

　

 

活
用
が
現
実
の
社
会
問
題
へ　

 

・
量
か
ら
質
へ
（
？
）

 

・
定
義
の
見
直
し
と
義
務
の
見
し



 

記
念
講
演
を
聴
い
て
考
え
た
こ
と

　
　
　
　

              

浦
野　

直
子
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＊
検
討
過
程
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

お
か
し
な
点
と
は

・
準
介
護
福
祉
士
に
関
す
る
議
論

・
二
十
年
に
わ
た
る
実
践
に
つ
い
て

の
落
ち
着
い
た
議
論
が
お
こ
な
わ
れ

な
か
っ
た
こ
と

・
介
養
協
に
お
け
る
議
論
。
教
員
側

　

か
ら
の
議
論
の
不
徹
底
。
学
校
経

　

営
の
観
点
か
ら
の
妥
協

・
教
育
内
容
に
か
か
る
点

・
医
療
関
連
領
域
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
不
足

・
軽
度･

中
度
の
要
支
援
・
要
介
護
者

　

に
対
す
る
支
援
か
ら
み
て
必
要
と
思

　

わ
れ
る
教
育
内
容
に
関
す
る
点

・
総
合
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
福

　

祉
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
等
と
の
連
携

　

→
連
携
に
必
要
な
こ
と
に
対
す
る

　
○
資
格
制
度
見
直
し
時
の

　
　
　
　
　
　

社
会
・
経
済
的
背
景  

・
介
護
報
酬

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
経
営
者
、
社 

　

会
福
祉
法
人
経
営
者
の
体
質

・
経
済
状
況

・
わ
が
国
の
従
来
の
雇
用
形
態
の
崩

　

壊
・
人
口
の
中
高
年
齢
化

○
社
会
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
何
が
重

要
な
の
か
を
考
え
る
時
代
、
社
会
と

な
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

・
人
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
、
人
に

　

対
す
る
仕
事
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
良

　

い
の
か
？

・
人
を
軽
視
す
る
社
会
は
本
当
の
文

　

化
国
家
？
福
祉
国
家
？

・
介
護
や
福
祉
は
効
率
性
か
？

○
職
能
団
体
と
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス

・
誰
の
た
め
の
職
能
団
体
？

・
介
護
の
中
身
を
主
張
す
る
の
は
誰

　

の
役
割

・
自
己
の
利
得
の
為
で
は
な
く

・
皆
で
笑
顔
と
ゆ
と
り
と
理
解
し
あ

　

え
る
社
会

  

理
想
を
失
っ
た
社
会
は
野
蛮
社
会

　

平
成
二
十
年
度　

総
会
記
念
と
し

て
、
栃
本
先
生
よ
り
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
二
十
年
目
を
迎
え

た
「
介
護
福
祉
士
」
と
い
う
資
格
制

度
が
ど
の
よ
う
に
し
て
誕
生
し
た
の

か
、
当
時
の
ご
苦
労
や
、
こ
の
二
十

年
間
の
試
行
錯
誤
、
矛
盾
な
ど
様
々

な
切
り
口
か
ら
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

『
少
子
化
が
進
む
中
、
総
人
口
の

減
少
と
い
う
よ
り
も
、“
労
働
人
口

の
減
少
”
に
、
真
剣
に
向
か
い
合
う

時
が
き
た
。』

　

『
学
校
を
卒
業
す
る
だ
け
で
有
資

格
者
に
な
る
の
で
は
な
く
、
試
験
に

合
格
し
て
か
ら
国
家
資
格
で
あ
る

「
介
護
福
祉
士
」
資
格
を
取
得
す
る

と
い
う
大
き
な
制
度
改
革
で
あ
る
。

介
護
は
本
来
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス

で
あ
り
、
人
間
に
直
接
か
か
わ
る
仕

事
で
あ
る
。
向
か
な
い
人
に
良
い
介

護
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
誰
で
も

良
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ

ろ
う
。
云
々
』

　

『
介
護
福
祉
士
は
“
合
格
し
た
ら

終
了
”
で
は
な
い
。

　

あ
る
べ
き
介
護
福
祉
士
の
姿
に
近

づ
く
た
め
、
ど
の
よ
う
に
育
て
る
か
、

ま
た
、
介
護
福
祉
士
も
自
ら
育
っ
て

い
く
か
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
た
な
い
と

い
け
な
い
。』

　

『
経
営
者
の
価
値
観
が
問
わ
れ

る
。
職
員
が
集
ま
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
、
単
に
人
が
い
な
く
て
困
る
と

い
っ
た
「
人
手
不
足
」
と
捉
え
て
い

る
と
し
た
ら
大
間
違
い
。「
人
材
不

足
」
と
捉
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

人
材
と
し
て
育
て
て
い
る
感
覚
が
あ

る
の
な
ら
、
単
純
な
人
手
不
足
と
捉

え
て
は
な
ら
な
い
』
な
ど
。

　

様
々
な
課
題
を
辛
口
な
コ
メ
ン
ト

で
指
摘
さ
れ
、
私
た
ち
介
護
福
祉

士
も
、
質
を
上
げ
つ
つ
（
ど
う
や
っ

て
質
を
上
げ
る
の
か
と
い
う
こ
と
も

真
剣
に
考
え
て
取
り
組
ま
な
い
と

･･･

）、
職
能
団
体
と
し
て
い
か
に
社

会
に
呼
び
か
け
る
か
、
そ
し
て
、
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
か
を
問
わ
れ
て
い

る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
実
感
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。　

　

介
護
福
祉
士
に
よ
る
“
介
護
”
は

「
誰
に
で
も
で
き
る
介
護
」
で
は
な

い
は
ず
で
す
。

　

使
命
感
を
持
っ
て
、
あ
る
べ
き
姿

に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

も
の
で
す
。

 

検
討
過
程
に
お
け
る
お
か
し
な
点
を

 

日
介
は
ど
う
対
応
し
、
ど
う
変
え
た
か
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来
賓
に
神
奈
川
県
保
健
福
祉
部
地

域
保
健
福
祉
課
課
長
代
理
山
崎
育
子

氏
、(

社)

神
奈
川
県
社
会
福
祉
士

会
会
長
本
多
洋
実
氏
の
ご
臨
席
を

い
た
だ
き
、
平
成
二
十
年
度
神
奈
川

県
介
護
福
祉
士
会
通
常
総
会
が
五
月

十
一
日
（
日
）、
神
奈
川
県
社
会
福

祉
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
代
議

員
定
数
五
十
七
名
に
対
し
、
出
席
代

議
員
三
十
二
名
、
委
任
状
二
十
名
、

欠
席
五
名
。
総
会
議
事
は
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度　

通
常
総
会

新
体
制
で
出
発
！

平
成
二
十
年
度　

通
常
総
会

新
体
制
で
出
発
！

平
成
二
十
年
度　

役
員

会
長

　

野
上
薫
子　

（
県
西
）

副
会
長

　

炭
竃
美
枝　

（
横
浜
）

　

三
ヶ
島
靖
子
（
横
須
賀
三
浦
）

　

平
野
浩
子　

（
県
西
）

理
事　
　

　

黒
坂
粂
子　

（
横
浜
）

　

齋
藤
美
貴　

（
横
浜
）

　

田
口
久
美
子
（
横
浜
）

　

坂
井
英
明　

（
川
崎
）

　

丸
山
タ
エ
子
（
川
崎
）

　

久
米
田
敬
子
（
横
須
賀
三
浦
）

　

浦
野
直
子　

（
県
央
）

　

滝
波
順
子　

（
県
央
）

　

梅
田　

滋　

（
湘
南
東
）

　

熊
谷
真
理
子
（
湘
南
東
）

　

石
黒
尚
之　

（
湘
南
西
）

　

井
上
康
子　

（
湘
南
西
）

　

袴
田
は
る
江
（
県
西
）

　

阿
部
良
子　

（
相
模
原
）

　

中
嶋
春
子　

（
相
模
原
）

監
事

　

岩
田
由
利
子
（
横
浜
）

　

田
島
セ
イ
子
（
川
崎
）

研修会等予定表（平成20年9月～） 

研修名 実施日程 会場 

スキルアップのための介護技術研修会 9月  6日（土）・9月23日(火祝)  ウィリング横浜 

初任者研修会 9月23日(火祝)・9月27日(土)・9月28日(日) ウィリング横浜  

「介護支援専門員実務研修受講試験」 
受験対策全国模擬試験 

9月14日(日) ウィリング横浜  

介護技術講習指導者養成講習会 10月  5日(日)・10月11日(土)・10月12日(日)  ウィリング横浜  

10月  4日(土)・10月15日(水) ウィリング横浜  

ファストステップ研修（領域Ⅲ） 11月23日(日) ・ 12月14日(日) 
12月23日(火祝)・1月12日(月祝) 

県社会福祉会館
 

スキルアップ研修会（認知症） 
11月15日(土)・12月20日(土) 
1月10日(土)・  2月14日(日) 

ウィリング横浜  

介護福祉士養成実習施設実習指導者 
特別研修      

11月  9日(日)・11月15日(土) 
11月22日(土)・11月24日(月祝) 

ウィリング横浜  

介護技術研究会による 
「介護技術の基本」普及研修会  

10・2月 県内５ヵ所 

サービス提供責任者養成研修会 12月  

介護福祉士国家試験準備講習会 
10月12日(日)・10月13日(月祝) ・10月19日(日) 
10月27日(月)・10月30日(木) 

ウィリング横浜  

介護福祉士国家試験全国一斉模擬試験 12月  7日(日)  

介護福祉士国家試験実技ﾎﾟｲﾝﾄ講習会   2月11日(水)  ウィリング横浜  

 

未定

ウィリング横浜  
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地 域 部 会 活 動 

地　区 担当理事 研　修　予　定 

横　浜 黒坂　粂子 ・8/31（日）13：30～16：30　ウィリング横浜介護実習室（川崎と合同）

 「キネステティク」（東海大学講師 下西潤子氏）  

川　崎 坂井　英明 ・5/20（火）18：30～20：00　福祉パルなかはら   

「介護技術研修と今年度の活動についての話合い」  

（丸山タエ子神奈川県介護福祉士会理事） 

・7/22（火）18：30～20：00　福祉パルなかはら 

「進化する介護機器・技術」～福祉用具の最新技術について  

（松下電工エイジフリー介護チェーン藤が丘　職員）   

・8/31（日）13：30～16：30　ウィリング横浜介護実習室（横浜と合同）

 「キネステティク」（東海大学講師　下西潤子氏）  

横須賀 

三　浦 

久米田敬子 ・10月「認知症・精神疾患の理解と対応」（汐入メンタルクリニック院長　阿瀬川先生）

・12月「根拠に基づいた起居動作の介護」(神奈川県介護福祉士会介護技術研究会）

・  2月「介護者の健康管理」 

県　央 滝波　順子 ・11月16日(日)厚木文化会館（湘南西と合同）「認知症について」 

・12月「嚥下困難者の食事介助」 ・1月「終末ｹｱ～多職種との連携の取り方～」

湘南東 熊谷真理子 ・6/7(土)9:30～11:30　藤沢市労働会館3階会議室 

「在宅における医療知識」（神奈川県看護協会 広田ときこ氏）   

・8/3（土）9:30～11:30　藤沢市労働会館3階会議室 

「認知症ｹｱ研修会」（熊谷真理子偕老ﾎｰﾑ施設長）       

・  9月22日(月)「普通救命講習会」  ・  9月28日(日)　全国一斉介護相談会 

・10月19日(日)「介護技術研修会」  ・12月「ブロック懇親会」 

・2月「介護職のストレス解消法」 

湘南西 井上　康子 ・10/25(土)13：00～16：00　伊勢原シティプラザ「レクリエーションの今昔」 

・10月「上級救命救急講習1日コース」 

・11月16日(日)厚木文化会館（県央と合同）「認知症について」 

・2月 介護相談（秦野） 秦野保健福祉センター

県　西 袴田はる江 ・9月27日(土)　国際医療福祉大学「楽に動きましょう・楽に動かしましょう」

（国際医療福祉大学准教授／理学療法士　昇寛氏）

・9月「全国一斉介護相談会」   ・2月「施設見学」 

相模原 阿部　良子 ・7/5（土）10：30～14：20　和泉福祉専門学校301教室

 「介護福祉士のメンタルヘルスと生きがい探し」 

 （ライフプラン学習支援研究所代表 鈴木啓三氏）   

・11/8（土）13：00～16：00　和泉福祉専門学校 

・9月6日(土)　イトーヨーカドー古淵店「全国一斉介護相談会」 

・平成21年1月　和泉福祉専門学校  

・3月　和泉福祉専門学校 
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会
士
祉
福
護
介
本
日
人
法
団
社

）

　

平
成
二
〇
年
度
関
ブ
ロ
研
修
会
は

(

Ｎ
Ｐ
Ｏ)

東
京
都
介
護
福
祉
士
会

が
担
当
し
ま
し
た
。
今
回
は 
“
講
演

会
と
分
科
会
”
が
一
日
で
受
講
出
来

る
と
い
う
コ
ン
パ
ク
ト
な
も
の
で
し

た
。
神
奈
川
県
か
ら
は
五
四
名
が
参

加
、
平
野
浩
子
さ
ん
（
第
二
分
科
会
）

と
青
木
潤
一
さ
ん
（
第
五
分
科
会
）

が
事
例
発
表
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
早
朝
か
ら
の
大
雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
同

キ
ャ
ン
パ
ス
に
早
々
に
集
結
。
開
会

を
待
ち
ま
し
た
。
開
会
式
（
是
枝
祥

子
東
京
都
介
護
福
祉
士
会
会
長
の
歓

迎
の
辞
、
石
橋
真
二
日
本
介
護
福
祉

士
会
会
長
の
挨
拶
）
に
続
き
厚
生
労

働
省
社
会
・
援
護
局
福
祉
基
盤
課
福

祉
人
材
確
保
対
策
室
主
査　

齋
藤
綾

子
氏
に
よ
る
基
調
講
演
『
介
護
福
祉

士
制
度
と
質
の
向
上
に
つ
い
て
』
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
①
「
社
会

福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
等
の
一

部
」
を
改
正
す
る
法
律
②
今
後
県
支

部
単
位
で
実
施
予
定
と
さ
れ
る
実
習

指
導
者
講
習
会
③
社
会
福
祉
士
及
び

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の
あ
り
方
④

専
門
的
な
対
応
が
で
き
る
人
材
・
育

成
で
専
門
介
護
福
祉
士
の
あ
り
方
検

討
会
⑤
福
祉
人
材
確
保
対
策
⑥
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
介
護
福
祉
士
候
補

者
の
受
け
入
れ
等
に
つ
い
て
で
し

た
。

　

続
い
て
の
記
念
講
演
は
『
在
宅
リ

ハ
ビ
リ
探
し
の
旅
』
と
題
し
て
亀
戸

大
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
飯
島　

浩
氏

の
実
践
に
基
く
講
演
で
し
た
。

　

両
足
を
自
転
車
こ
ぎ
の
様
に
動
か

す
『
だ
ら
り
体
操
』
を
一
緒
に
実
演
。

会
場
の
参
加
者
も
楽
し
く
、
や
さ
し

い
リ
ハ
ビ
リ
を
学
び
ま
し
た
。
午

後
に
は
六
つ
の
分
科
会
会
場
に
各
自

希
望
に
添
っ
て
参
加
。
学
び
の
ひ
と

と
き
を
満
喫
し
た
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
次
年
度
開
催
県
は
、
千

葉
県
で
す
。

『
分
科
会
』

　

第
一
分
科
会
「
訪
問
介
護
」

　

「
手
を
つ
な
ぐ
サ
ー
ビ
ス
提
供
責

　

任
者
た
ち
」（
千
葉
県
）

　

「
医
療
行
為
と
隣
り
合
わ
せ
の
生

　

活
行
為
に
つ
い
て
」（
東
京
都
）　

 

第
二
分
科
会
「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」

　

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
地
域
と
の 

　

つ
な
が
り
に
つ
い
て
」（
栃
木
県
）

　

「
生
活
支
援
の
た
め
の
ケ
ア
プ
ラ

　

ン
の
た
て
方
」（
神
奈
川
県
）

 

第
三
分
科
会
「
施
設
サ
ー
ビ
ス
」

　

「
食
べ
て
も
ら
い
た
い
～
食
べ
る

　

こ
と
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
ケ
ア
。

　

ど
う
し
た
ら
食
べ
て
も
ら
え
る
の

　

だ
ろ
う
～
」（
群
馬
県
）

 

感
想　

　

千
葉
県
の
発
表
は
、
船
橋
市
訪
問

介
護
事
業
連
絡
会
が
四
年
前
よ
り
行

っ
て
い
る
活
動
で
、
訪
問
介
護
の
現

状
の
悩
み
や
苦
労
を
共
感
す
る
こ
と

で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ア
ッ
プ
し
、

専
門
職
と
し
て
の
質
の
向
上
を
図
り

働
き
や
す
い
環
境
作
り
を
目
指
し
た

成
果
の
発
表
で
し
た
。
今
後
も
部
会

継
続
の
努
力
を
し
て
、
さ
ら
な
る
目

標
に
向
か
い
た
い
と
の
意
義
は
大
き

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

東
京
都
の
発
表
は
介
護
度
の
高
い

人
た
ち
を
支
え
て
い
く
生
活
の
中

で
、
医
療
行
為
か
ど
う
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
介
護
行
為
の
一
つ
と
し
て
行

っ
て
い
た
よ
う
な
こ
と
や
、
明
ら
か

に
医
療
行
為
で
あ
る
が
、
利
用
者
や

家
族
な
ど
に
求
め
ら
れ
実
施
し
て
き

た
こ
と
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
行
為

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
と
そ
の
経
緯

の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
内
容

は
『
介
護
に
お
け
る
医
療
と
の
隣
接

行
為
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
Ｈ
20
年
４

年
発
行
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。　
　
　

   (

齋
藤
美
貴)
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「
Ｎ
さ
ん
！
声
を
聞
か
せ
て
下
さ

　

い
～
そ
の
瞬
間
ま
で
～
」

　

（
長
野
県
）

 

第
四
分
科
会
「
通
所
サ
ー
ビ
ス
」

「『
楽
し
み
に
す
る
』
心
を
取
り
戻
す
」

（
茨
城
県
）

「
通
所
介
護
に
お
け
る
自
立
支
援
の

可
能
性
」（
山
梨
県
）

 

第
五
分
科
会　
　
　
　
　
　

 

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」

「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
ケ

ア
」（
神
奈
川
県
）

「
何
気
な
い
日
常
を
支
え
る
専
門
性
」

（
新
潟
県
）　

 

感
想

　

神
奈
川
県
の
発
表
は
、
中
古
の
ア

パ
ー
ト
を
改
装
し
た
多
機
能
施
設

“
絆
“
を
ご
利
用
の
ご
夫
婦
（
夫
・

96
歳
・
要
介
護
５
、
妻
・
93
歳
・
要

介
護
３
）
の
事
例
。
ウ
ィ―

ク
リ

ィ
プ
ラ
ン
に
主
介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
日
ま
で
考
慮
し
、
家
族
と
過
ご

す
日
曜
以
外
は
、
通
い
・
泊
ま
り
が

細
か
に
時
間
単
位
で
計
画
さ
れ
、
利

用
者
の
身
体
的
、
精
神
的
な
面
を
カ

バ
ー
、
家
族
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

考
慮
し
て
の
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス

が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
例
で

し
た
。「
経
営
面
は
？
」「
運
営
推
進

会
議
は
？
」「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
？
」

等
々
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
助
言

者
か
ら
は
、「
こ
の
施
設
は
完
結
性

が
高
く
、
上
手
く
い
っ
て
い
る
事
例
。

今
後
は
利
用
者
、
家
族
の
機
能
が
変

化
し
た
と
き
そ
の
都
度
プ
ラ
ン
変
更

が
望
ま
し
い
と
の
助
言
が
あ
り
ま
し

た
。

　

新
潟
県
の
発
表
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
お
住
ま
い
の
複
数
の
疾
病
が
あ

り
、
七
年
間
で
四
回
骨
折
の
経
験
等

に
よ
り
入
所
当
初
は
、
援
助
拒
否
と

閉
じ
こ
も
り
が
あ
っ
た
93
歳
の
女
性

の
事
例
。
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
で
当
た

り
前
の
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
助
言
者
か
ら
は
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
の
取
れ
た
施
設
で
、
温
か
さ
を

感
じ
る
と
の
講
評
が
あ
り
タ―

ミ
ナ

ル
ケ
ア
の
取
り
組
み
課
題
へ
の
助
言

も
あ
り
ま
し
た
。（
鎌
田
サ
ト
子
）

 

第
六
分
科
会
「
介
護
福
祉
士
教
育
」

　

「
施
設
入
所
者
の
安
全
確
保
に
向

　

け
た
介
護
・
看
護
専
門
職
の
連
携

　

と
協
働
」（
東
京
都
）

　

「
実
習
指
導
か
ら
学
ぶ
事
～
介
護

　

実
習
第
３
段
階　

介
護
過
程
の
指

　

導
か
ら
～
」（
新
潟
県
）

 

感
想

　

東
京
都
の
発
表
は
、
あ
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
協
力
で
過
去
四
年
間

五
九
六
件
の
「
ヒ
ヤ
リ
・
は
っ
と
」
報

告
を
分
析
し
た
結
果
の
発
表
で
し
た
。

職
員
研
修
の
重
要
性
、
人
材
の
確
保
と

無
資
格
職
員
の
育
成
な
ど
が
キ
ー
ワ

ー
ド
で
し
た
。
助
言
者
か
ら
は
施
設
で

し
っ
か
り
研
修
を
行
い
、
新
人
に
は
誰

か
に
聞
け
る
態
勢
が
必
要
。
介
護
と
看

護
は
同
等
と
い
う
意
識
で
介
護
の
良
い

と
こ
ろ
を
出
し
、
働
く
職
場
の
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
重
要
等
と
の
講
評
が
あ

り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
の
発
表
は
、
介
護
老
人
保

健
施
設
で
養
成
校
の
実
習
生
を
受
け

入
れ
て
い
る
担
当
者
の
発
表
で
し

た
。
若
い
介
護
に
意
欲
の
あ
る
学
生

を
指
導
し
て
い
く
過
程
で
、
学
生
か

ら
多
く
を
学
び
、
介
護
に
対
す
る
考

え
方
に
影
響
を
受
け
た
こ
と
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
施
設
の
実
習

担
当
と
教
師
と
生
徒
の
三
者
に
よ
る

話
し
合
う
場
が
必
要
で
あ
り
、
助
言

者
か
ら
は
こ
れ
か
ら
の
実
習
指
導
者

は
、
実
習
導
者
研
修
を
受
け
て
い
な

い
と
指
導
は
で
き
な
い
。

　

介
護
は
や
さ
し
い
だ
け
で
は
で
き

な
い
。
根
拠
は
何
で
あ
る
か
。
な
ぜ
？

を
捉
え
、
学
ん
で
き
た
も
の
を
統
合

し
文
章
化
し
て
い
く
。
今
行
っ
て
い

る
介
護
が
説
明
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
く
。
そ
し
て
そ
れ
を
伝
え
て
い
く
。

ま
た
現
状
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
何

が
大
切
か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
と

の
講
評	

が
あ
り
ま
し
た
。

	

（
熊
谷
真
理
子
）
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編

集

後

記

　

会
の
活
動
、
地
区
の
活
動
、
日
本

介
護
福
祉
士
会
の
活
動
な
ど
を
中

心
に
「
読
み
や
す
さ
・
会
の
活
動
が

見
え
る
紙
面
」
を
目
指
し
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
読
ん
で
ほ
っ
と

す
る
よ
う
な
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
す

の
で
、
皆
様
の
投
稿
・
ご
意
見
・
イ

ラ
ス
ト
な
ど
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　

編
集
委
員　

平
野
・
中
島
・
星

神奈川県介護福祉士会

“介護職１１０番”( 電話相談）

日   時：毎金曜日 午後 6：00 ～ 8：00

電   話：０４５－３１７－５９６６

相談員：神奈川県介護福祉士会   理事

※ FAX 及びメールでのご相談にも応じ

　ます。但し返信は後日となります。

※職種・資格・会員の有無を必ず明記し

　て下さい。

ＦＡＸ：０４５－３１７－５９３０

  メールアドレス

 info@kanagawa-accw.org

介護福祉士
有資格者
の皆様へ

会員大募集 !!会員大募集 !!

◆会員になると…
  ・各種研修会に会員価格にて優先的に
     受講が可能です。

  ・介護技術や福祉の最新情報を提供し
     ます。

  ・(社 ) 日本介護福祉士会生涯研修制度の
     認証が受けられます。

  ・福利厚生各種特典が有ります。

入会金　(社 ) 日本介護福祉士会　￥5,000

年会費　(社 ) 日本介護福祉士会　￥6,000

      　　神奈川県介護福祉士会　￥2,000

お申込みは事務局まで

ＴＥＬ　０４５－３１１－８７７６
ＦＡＸ　０４５－３１７－５９３０

社
団
法
人
日
本
介
護
福
祉
士
会

会
員
専
用
福
利
厚
生
制
度

「
安
心
三
重
奏
」

　

業
務
中
の
利
用
者
・
他
人
へ
の
賠
償

　

事
故
を
補
償

　

「
専
門
職
業
人
」
と
し
て
の
個
人
責

　

任
が
問
わ
れ
る
傾
向
へ
！

　

「
安
心
三
重
奏
」
は
会
員
個
人
の
賠

　

償
責
任
を
し
っ
か
り
ガ
ー
ド
す
る
た

　

め
の
補
償
で
す
。

　

三
っ
の
補
償
が
１
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

　

日
本
介
護
福
祉
士
会
会
員
専
用
の

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
制
度
商
品
で
す
。

　

・
介
護
福
祉
士
の
業
務
に
係
わ
る

　
　

賠
償
事
故
補
償

　

・
ケ
ガ
や
携
行
品
等
の
補
償
（
24
時

　
　

間
補
償
）

　

・
ケ
ガ
や
病
気
に
よ
る
休
業
時
の

　
　

所
得
補
償

　　

日
本
介
護
福
祉
士
会
が
契
約
者
の
団

　

体
契
約
で
団
体
割
引
15
％
が
適
用
さ

　

れ
て
お
り
、
割
安
な
保
険
料
で
ご
加

　

入
い
た
だ
け
ま
す
。

　

・
個
々
に
加
入
さ
れ
る
場
合
と
比
較

　
　

し
て
、
保
険
料
が
割
安
で
す
。

　

・
当
制
度
へ
の
ご
加
入
は
随
時
受
け

　
　

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
い
つ
で

　
　

も
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。　

　　

加
入
時
に
面
倒
な
医
師
の
診
断
は
不

　

要
で
す
！

　

加
入
依
頼
書
の
必
要
箇
所
に
ご
記
入
・

　

ご
捺
印
の
う
え
、
ご
返
送
い
た
だ
く

　

だ
け
で
す
。

　

☆
お
問
い
合
せ
は
事
務
局
ま
で


